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研究領域 子ども福祉、家庭福祉 
 

研究テーマ※ 外国にルーツをもつ親の養育行動と環境 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

外国人労働者の生活支援に対して、日本ではこれまで積極的な取り組みを行われてこなかった。そのため彼

らの生活に対する保障は不十分な状況にある。特に子育て環境や子ども達の進路選択に悪影響が生じており、

支援の必要性が指摘されている。外国にルーツのある方の養育にはその人の育ちの中で得た価値観（養育観）

が反映されていることから、彼らの養育行動とその背景を踏まえた支援が必要であると考えられる。本研究で

は当事者の状況について調査し、日本における子育て上の課題について明確にすることを目的としている。 

【応用例、研究の展望】 

日本における子育てのしにくさおよび、それに対する支援方法について明確にすることは、外国ルーツの方

だけでなく、他の子育て家庭においても有効であると考えられる。また彼らへの支援方法は、今後の外国人労

働者の増加に伴う多文化共生社会における示唆にもなると考えられる。 

【研究方法の特色】 

・海外で暮らす日本人への調査との比較から日本社会における子育て環境についての検討も行っている。 

本研究関連 

特許・論文等 

・和田上貴昭ほか(2019)保育所における外国にルーツをもつ子どもの親支援に関する研究, 保育科学研究

（日本保育協会）9, 44-51 

・和田上貴昭(2021)外国にルーツのある保護者への支援 保育所保育士の調査から, 子ども家庭福祉学（日本

子ども家庭福祉学会）21,  

・和田上貴昭(2022)子育てに養育環境が与える影響 ドイツ在住日本人女性へのプレ調査, 日本社会事業大学

研究紀要（日本社会事業大学）67,  

共同研究･外部機関 

との連携への期待 

・保育所等における外国ルーツ家庭への支援マニュアルの作成 等 

 


